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論点（第３回協議会でご議論いただきたいこと）

論点０：基礎的なデータや定義

（例）車両総重量、積載量など言語を統一すべき

論点１：課題・ビジョンの共有

（例）車両、水素価格、支援、インフラ、規制の見直しなど、共通の見通しを共有すべき

論点２：モビリティ分野における水素利用拡大が見込まれる領域、利用拡大の可能性

（例）航続距離が長くて積載量が大きい路線や、充填時間が確保できない部分で活用が見込まれる

論点３：モビリティ分野における水素利用拡大が見込まれる地域

（例）福島、東名阪、福岡など、こうした地域から、水素利用の拡大を期待する

論点４：利用拡大に向けて解決すべき課題（コスト）

（例）車両コストは数倍、燃料価格も倍程度が見込まれるため、普及にあたってはこの削減が必要

論点５：不確実性を減らすために、関係者間で共有することが有益な展望・道筋（供給見通し）

（例）小トラは〇年、大トラは●年から市場投入され、2030年には■台量産が可能になる見込み

論点６：不確実性を減らすために、関係者間で共有することが有益な展望・道筋（需要見通し）

（例）４トン車は●台、20トン車は〇台程度、2030年までには導入を行いたい

論点７：民間の投資を促すために必要となる政府の対応（規制・制度の見直し）

（例）電動車の特性も踏まえて、車両の長さや重量等の車両開発における車体規制の在り方を検討す
る必要。輸送業者や荷主において、改正省エネ法により非化石エネルギー転換の取組を進める
必要。GXに向けた政府の方針を踏まえた対応が必要。
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今後のスケジュール（イメージ）
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⚫ 年内のとりまとめに向け、第３回までにいただいたご意見を踏まえ、事務局で論点を整理して、第
４回会合でその論点と対応方針をまとめたものを議論。

⚫ 第５回会合で中間とりまとめととしてまとめることを目指す。

官民協議会

９月 １０月 １１月 １２月

ヒアリング等

⚫ 9/8         
第一回会合

ヒアリング

⚫ 10/5         
第二回会合

ヒアリング

⚫ 10/18         
第三回会合

ヒアリング、
論点提示

⚫ 11/(P)         
第四回会合

論点まとめ
中間とりまとめ案
骨子

⚫ 12/(P)         
第五回会合

中間とりまとめ案

⚫ ～8月
個別ヒアリング

⚫ 11月～12月
個別ヒアリング


